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1) 野陣正徳z 部門連聞パラソスと計会的牛産物， r経済論叢」第100巻第4号，昭和42年10月。
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まず，生是主的固定フォ y ドは，流動フォンドと異なる独自の回転様式をもっ





















3) B. A. Co6o品(h甲山 no8onpocaM血 fl.ancauapodfiOzO x03flf1cmBa， 1960， CTp. 159-163 
4) naBJIOB， Kara田 B，maM:J/C仇口p.69-94 
5) ハブロフとカガノフが，減価償却フオゾドの形成を固定フォンドの磨損=価置移転過程と異な
る独立。局面とみなすのに対し，クロ γロ ドは，減価償却過程は磨損=価値移転過程と同ー の
過程であり，前者は後者の価格形態にすぎない，と批判している。宛 A.KpOHPOll. 0，向eCffllJCJlI(，Ua
npody/Cm u 配~O cmpy/Cmypa npu co吟同aJlU3Me，1958， cτ'p. 414-415 
6) 周知のようにわが国では，社会的総資本の拡大再生産における固定資本の貨幣補填と現物補填
の不一致をめぐって，恐慌論展開の視点より，多くの研究が進められている。
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わち，拡大再生産の下では，年々の剰余生産物の一部が新たな固定フォ γFと
して蓄積古れ，年々固定フォ y ド量は増大する。したがって拡大再生産の下で
は，年々形成された固定フォ y ドのうち，年令の若い固定フォ V ドほどその価
値量は大きくなる。いまかりに，現在の総固定フォ Y ド量を F，Fを構成する



















7) naBJlOB. Kar~HoR， ma.u却 e，CTp. 244-267ほかに r. M. ITaoJlos， Cfiam畑 Hueu a.MOpmU3叫 u.
"回同制 rtOR[}08，1957. CTp. 221; KPOHPOtl， maAt J/C8， CTp.， 414-432; B 且a，L¥!HlH.抑制OMUKQ
.MameMamu'teClCOC MO品川rpooaHue四時ua.lZucmu'tec応O?O80叩'po山間ocmBa， 1963， CTp. 57-65 なお，
この点にかんするソ連の文献について，山田喜志夫，拡大再生産における固定資本町補棋. r土
地制度史学」第34号. 1967年 1月. 43へージz 参照。
8) D-Rの例置Eは，山田喜志夫，前掲論文.40-41ベ ジによる。
9) 口aBJlOB，KaraHoB. maM 'J/Ce， CTp. 246; K同時四 rruJM :JlCe. CTp. 426， 431 



















2 中央統計局--"..;:.L..イジヱロマン表式と固定アォ y 1'-
(1) 中央統計局ニ 4 イジェリマン表式と社会的総生産物叫
部門連関パラ':/;えの基本的形態は， 1959年，ェイジェリマ yを中心とするソ
連中央統計局が作成した， 11959竿ソ連国民経済における社会的生産物の生産・
配分の部門連関バラ Yス」叫(価額ノミヲ Yス)であり，第1表にみるごとし 4
つの象限に灰分されてし、る。
第 1象限は， 縦列において生産的に消費された生産手段(労働対象〕の移転
10) 野揮I正徳，前掲論文， 46-56ペー ジ，参照。
11) M. P. 3措，!leJlbMI!H，MeJfCOmpac/leeoft 6a;l俳句 o6tqecm8e!t lio~o npodYl収ma，1966 















































(2) 中央統計局=ェイジェりマン表式と固定フォ y ド
エイジェリマγ表式における固定フォンドの回転，蓄積の表示については次
のことが明らかである。
(1) エイジェリ--<:/表式においては，固定フォ Y ドの存在量が全く表示さ
れていないため生産的分野，非生産的分野で機能する固定フォ Y ドの現物形態
の維持状態や，種類別，所属部門別分布を知ることは Cきない。
























































12) オバー リゾの多部門表式にかんする主要著作として，次のものがあげられる。 且 H.OnapH"H， 
“CTBOPH祖 MaTpHuaKaK MO)(eJlb paCWllpeHHoro BOC即 0町目OlICTB8". Tpyobf.岨川H.OZO cOBew，afULfI 
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CTBBヘ正lonpocbt"I':Oflu.MU/{U. No. 7. 1963; ma.M :;悶 M脚 OCmBOp，.taflc.xeMa !sYH/C!I，田町zpOOallUfl
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14) OrrapllH， maM ;)jce， CTp. 5， 165 
























15) オー バー リンは「動態的均面」を「酌合いのとれた尭展」主等置している。 QnUptIH，. CTBopHall 
MaTpru;a KaK Mo)¥eJlb pac出回peHHoroBO回 p0I13BOJ¥CτBa"， CTp. 111 j maM :J/Ce， Mh!四o，m叫pllaJlcxeMa 
oy"叫叩"UP田 QUaflnapoihto多()x03!liicmoa， CTp. 138 
16) OnapHH， ma.M :JICe， CTp. 24 
17) ネムチノフはj オハー りン前掲書への序文において.著者が体系の経開的木質を静態』おける
経請前法則性のもとにみている， と批判している。 B.C. HeMqHHOn，“日pe).¥sCJlOBHe"，OrrapllH 
ma.M ;JfCe， CTp. 3 



























18) 主に， Qllap聞 "CTBOpHID1MaTpsua "， CTp. 86-117; tnaM :JKe， M1iozocmsop四 Jlc.xe.Ma， CTp. 38-68 
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との合計であるから，





(3) 生産フォ Y ドと消費フA-:/ r~ 
つぎにオパーリソは，生産フォ y ドと消費フォンドペそれらの同転を導入


















20) 口OTpe血Te，肱K田中0同日 0rrap叩 ，m山""沼， CTp. 4日正ここでオパー リ Y申し、う消費フォンドと
はJ 非生産的分野の固定アオン仁経常的物的主山のための消費資料の在庫をさす。これはまた.
非生産フォyド(H，司0田"耳目国E田 eφOH.IhI).consumer皿叫erialf四 d，などとも呼ばれてい
る。 QllapJHI，“CTlIOpHall MHTpWl{Q". CTp. 91; -Oparin， Multi-sec:loグ E四 nomicAcco円四ts，p_ 9 




















2j ø，~2j2j o'j+2j oωa 
j ， 
また，第5表におv、てy部門で所有する各種の生産タォンドの合計，非生産的
分野で所有する各種消費フォンドの合計は，それぞれ， LJ (J)iJ> 2J (])ivsで与え
られる o
z部門で生産された生産フォ yド， 消費フォ yドの諸要素の流通速度'1"を
オパーリ Yの仮定にしたがってすべ1等しいとすれば，
e伸二C拍手 Oij(jJ舌=干C'f
oれ S({Jiニ Viv.+S仰 a






























1 2 3・n Lv+:~J ~ 
511 512 51J...511< 5，別 P， 
521 522 S2~...S2禍 5211， P， 
51.1 5伺 50..，5旬 5tV8 P， 
5"1 5河 5"，j...5. ・5'1，'18 P. 
21) オハー リ γは蓄積生産物の非生産的分野への配分をj 住民の直接的消費への配分と全国家的消
費への回分に区別じているが， ζ とでは一括して罰した。またオパー リソは非生産的分野を部門
別により細分化して表示しているがj この点はオハー リンの体系にとって本質的なものではない
ため，ここでは省略する。 Qrrap日正I.M.回 ~OClMOpltaR CXeMa， c'rp. 53-591 
36 (192) 第 101巻第2号
オパーリンはさらに，蓄積=生産フォンド，消費フォ γ ドの年聞の増大と期
首における生産フォ γ ド，消費フォ y ドの存在量との関係を示すため，フォ Y
ド増大率の係数を設定する。 (/)~j ， oωeにかんするフォンド増大率を Uij，a，;叫
とすると






第 7表 r ハーリンの多部門表式 (総括表式〕
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2 オパーリン表式における社会的総生産物と固定フォ y ド
以上概略を示したオパーリン表式において，社会的総生産物の構成と循環，
とくに固定フォンドの回転はどのように表示されているであろうか。

































































して規定されており J部門における移転価値額は期首の各種フォ γ ド存在量




γ表式の特徴は， エイジェリマン表式において第 I象限が流動フォ Y ド(労働
対象)の価値移転と補填のみを反映し， 固定フォ Y ドの移転価値部分が第 I象
限の下の横行に，その現物補填と大修理が第E象限の縦列に示されているのに










法 (1)第I量限内に減価償却の一行ぞ設ける， (2)第I車隈の個々 のまずに労働対象と並へて固定
プオゾFの種類別の減価償却を表示切る(各ますが流動フォ γド， (労働対象)の支出と固定フォ
γドの利用(減価償却)を示す)，があり 後者がより合理的的であって， その結果第E象限は
国民所得の表示のみに純化される，左指摘する。 E.B. KOCCOB， Mej/C.刀，mpac.If，eooa血 /lG1tC，1966. 
CTp. 29 










あるが，しかしこのような方法は，圏定フォ y ドの回転の特殊性をパヲ Yス表
式の構成に反映させたものとはいえない。
